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第９回 

進化ダイナミックスにおける自己・非自己循環原理の探求 

― 構成的認識の理論と実践 ―（その８） 
 
 
６．おわりに 
 
 神経ネットワークには、可塑性がある。そのために、経験そのものが、ネッ

トワークに刻印され、それが新たな経験となって過程の連鎖がはてしなく構成

される。その新たな経験は、意識の領域をすり抜けて、無意識の領域にもおよ

ぶようになる。鈴木良次が述べたように、これは新たな拘束条件の成立に他な

らない。 
 しかし、その効果には両面性が必ず存在することを、忘れてはならない。一

方では、それは学習として生物機能に不可欠な過程である。ところが、他方で

は、それはトラウマの形成を促し、精神ばかりでなく身体へ、さらには生物自

体の運命にまで影響を及ぼしかねない。脳科学は、意識レベルを超えて無意識

レベルへと積極的に展開していくことが、必要なのではないだろうか。 
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１）Ａ Ｂ

２）Ａ Ｂ

３）Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

鈴木大拙 『禅と精神分析』 創元社 （1960） より

円は無始無終
一方的な面のみを
強調してはならない。

禅修業の５段階
認識の３段階、そして行為の２段階

注：１） → ２） → ３）は、対象「内」分析 → 対象「間」比較 → 「超」対象 に対応する。

 
禅修業の五位 
１） 正中偏：一即多、多の中の一、つまり、一が多の中にあるから、多を多

として語れる。（正と偏は易学の陰と陽のごとく両極）。 
２） 偏中正：多即一、一が多の中にあれば、多もまた一の中にある。多は一

を一たらしめるもの。 
３） 正中来：‘正中’は、それ以前の位の‘正’とは異なる。抽象的な言葉

が、肉体を帯びるようになる。抽象的な教理が一人の人間へと転じ、あ

りとあらゆる仕事に従事するようになる。「私」という矛盾的自己同一

が、一体として出現する。一すなわち神は、多すなわち差別の世界の「外」

に存在せず、両者は区別できずに一つであって、しかもそれぞれの個性

を失っていない。ここで、動かずして動く真の「自己」が出現。それは、

「外」に見える‘おのれ’ではなく、「内」に輝く‘いのち’。そこに

は、なんらの不安（すべてを知っていないという不安）もない。転移の

場である。 
４） 兼中至：兼とは二つながらの意味である。上記に続いて、プロセスが見

えてくる。この混沌の世界に入るのが「私」なのだ。この「私」は、有

限であって無限、移ろい行くものであって永遠、限定されていて自在、

相対であって絶対。禅者は自己の所証を実地の現実のまっただなかにそ

の力を最高度に発揮する。 
５） 兼中到：到は行為の完結。禅者は目的地に達する。しかし、目的地といっ

ても、実は陰もない無目的の地である。禅者の外面については言うべき

こともなく、また意味もない。内面の生活に没頭し去っている。 
禅の教えとは、自己は自己の自覚を、他者を助けその人の自覚を促す。 

正：絶対、無限、一、神、暗（未分化）、平等、理 
 偏：相対、有限、多、世界、明（分化）、差別、個物 
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